
令和８年１月実施研修の御案内      

３ 第48回 行政課題研修３ 

 

～マスメディアの先には住民が存在します！～ 

予見しがたい危機発生により、自治体が緊急にマスメディア対応を迫られるケースが多くなってきていま

す。適時・的確な記者会見は事態を早期に収束し、不適切な記者会見は一層深刻化させる恐れがあります。              

円滑なマスメディア対応を行うためには、普段から危機を意識し、備えておくことが重要です。 

この研修では、危機発生時における説明責任の重要性を理解し、また実際に模擬記者会見を通して、効果

的なマスメディア対応を具体的に学びます。 

 

〔理解･習得のポイント〕 

■ 危機発生時における自治体の説明責任の重要性と説明のあり方 

■ 謝罪記者会見の効果、プロセス、方法、心得及び禁止事項等 

■ 模擬記者会見演習による適切な説明、回答、態度等 

 

令和８年 

１月15日(木）～16日(金) 
 

 
● 課長及び課長補佐 

● 受講を希望するその他の管理･監督者 

    

 ２４人程度 
 

 

別紙受講申込書を送信ください。 

  申込期限：12月５日（金） 

 

日 程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

月日 時刻 内     容 

１月

15日

(木) 

9：30 開講式・オリエンテーション 

10:00 

 

12:00 

１ リスクマネジメントとは     

２ 緊急時マスコミ対応の必要性   

３ クライシスコミュニケーション     

講義 

演習 

指導 

 昼休み 

13:00 

 

17:00 

４ 緊急時マスコミ対応のプロセス 

５ 記者会見の基礎知識 

６ メディア対応の準備   

 宿泊オリエンテーション 

16日

(金) 

9:00 

 

12:00 

 メディア対応の準備（続き）     

７ 模擬記者会見       

  （録画、振り返り）    

 昼休み 

13:00 

16:00 

 模擬記者会見（続き）    

８ 質疑・応答、まとめ 

 閉講式 

実

施

日 

対

象 

申

込 

令和６年度の受講者の声 

 

・リスクマネジメントの基本的な内容か

ら詳しく教えて頂き、再認識出来た点、

新たな気付きがあり大変参考になった。 

 

・事例を交え、分かりやすく説明があ

り、理解しやすかった。 

 

・平時のマスコミ対応に求められるスキ

ルや具体的な行動、言動を学ぶことが出

来、有意義であった。 

 

・録画での演習もあり勉強になった。色

んな目線、捉え方がある中で対応を考え

る機会となった。 

 

・非常に緊張感があり、映像もあって参

考になった。反省点がよく分かった。 

人

数 

自治体の立場に立った分かりやす

い説明には、定評があります。 

多くの管理･監督職が悩むマスコ

ミ対応の疑問に、ズバリ答えます。 

講 師 

■株式会社 パトス 

専任講師 古
ふる

 山
やま

 恵
けい

 子
こ

 氏 
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〔研修会場・連絡先等〕  

 

１ 研修会場 

公益財団法人 東北自治研修所（東北自治総合研修センター内） 

〒981-3341 宮城県富谷市成田二丁目22-１ 

TEL：022-351-5771 FAX：022-351-5773 

（アクセスは、東北自治総合研修センターＨＰを参照してください。） 

２ 経 費 

■ 研修受講料は、無料です。（東北６県からの負担金を充てています。） 

■ 青葉寮（宿泊施設）利用負担金 

１泊当たり 5,600 円～6,400 円（夕食、朝食を含む。）（税込） 

 ※前・後泊する場合は、別途追加で負担金が発生します。 

・研修終了後に発行する請求書により、貴機関から指定の口座へ振り込み願います。 

・夕･朝食代の現金別払いを希望する場合は、受講決定後提出の「受講前の報告書」に記載ください。 

・外泊する場合であっても、負担金は減額いたしません。 

・前泊して夕･朝食を希望する場合は、「受講前の報告書」で申し込み、現金で支払いください。 

 

３ 宿泊・食事・受付 

■ 受講者は全員、東北自治総合研修センター内の寄宿舎「青葉寮」に宿泊していただきます。 

■ 食事は、センター内食堂を御利用願います。夕・朝食代は宿泊負担金に含みます。昼食は、別途、券売機で

食券を購入してください。 

■ 開講式の 30 分前までに、受付で手続きしてください。（時間厳守） 

詳細は、受講決定時にお知らせします。 

 

４ 施設の概要 

         快適な研修生活をお送りいただくために、宿泊室は全室個室となっているほか、以下の施設を備えています。  

○研修棟：講堂１室、教室７室、演習室 20 室、図書室〔蔵書約 6，6００冊、パソコン(インターネット接続

可)、DVD〕、ラウンジ８室等 

○宿泊棟：宿泊室 250 室(うち身障者用３室)、娯楽室、談話室、大・中浴場(シャワールームあり）、インターネ

ット接続可（有線ＬＡＮ）、食堂、売店 

○屋内外施設：体育館（バレーボール・卓球等）、テニスコート、駐車場(270台) 

            ※詳細は、東北自治総合研修センターのホームページをご覧ください。 

 

５ 連絡先 

公益財団法人 東北自治研修所   

〔東北６県の自治体職員の資質・能力の向上を図るため、６県の出資により設立された法人です。〕 

URL：http：//www.thk-jc.or.jp   TEL：022-351-5771  FAX：022-351-5773 

担当：三浦保徳、佐々木信一、泉澤千恵子  e-mail：kensyu@thk-jc.or.jp  

 


